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「地震予知と地震災害の
軽減に関する国際会議」を開催

科学技術庁では， 国際連合によ る1990年からの
10年間を「国際防災の10年」と定め られたのを受
けて， 1990年から 自然災害軽減の観点から， 開発
途上国に対する防災科学技術研究協力のためのワ
ークシ ョ ッ プを開催してきています。
平成 5 年度は， 地震災害の軽減を図るこ と を目
的として， 去る3 月 1日図～ 3 月4 日釦まで， つ
く ば市の研究交流セン ター 国際会議場において
「地震予知と地震災害の軽減に関する国際会議」が
開催され， 今回は開発途上国のみならず，アメリ
カ，ロ シア， 中国， イ ンド等の地霞国の研究者を
招へいし，地震予知， 地震観測， 地震防災， 耐震
技術等について， 各国における研究の現況及び取
り組み方等についての発表を行い， これについて
の討論を行う中で意見及び情報の交換が行われま
した。
当該会議には， 主として筑波研究学園都市内の，

当研究所に関連の深い国の研究機関， 及び民間研

究機関の研究者のほか， 建築研究所国際地震工学
のJICA集団研修 「地震学コー ス」の研修生の参加
もありま した。
当該会議において発表を行われた方と， その発

表タイトルは次の通りです。（敬称略）
1 ) 中国の新しい地震地図とその地震災害軽減ヘ
の応用 Li-Ii Xie （中国）

2 ) 耐震設計と土壌液状化に対するラ イフ ラ イン
施設の対策 浜田正則

3 )  1993年9 月30日のインド南部ラト ゥー ル地震
Harch K. Gupta （イン ド）

4 ) リ アルタイムシステムヘの地動振幅の利用
金森樽雄 (U. S. A) 

5 ) 最近北海道を襲っ た 2つの大地震発生前の地
旋活動のいく つかの特性ー前兆現象の可能
性一 茂木清夫

6 ) 地麗活動空白域とプレー ト境界大地震の長期
予知 大竹政和
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7 )  Characteristic Earthquakesと長期予測一私達は本
当に何を知っているのか一

William L. Ellsworth (U. S. A) 
8 )  1992年12月12日のインドネシア， フロー レス
島地震のソースメカニズムと津波の影響

阿部勝征
9 ) 地震予知，その業綾と問題点

G. A. Sobolev（ロシア）
10) 地震に伴うラ ドン濃度の低下ー広域歪み状態
の変化の指標一 脇田 宏

11) 日本における道路交通機関の地震災害軽減の
ための現在の地捉工学の努力 飯田 裕

12) 強震動の観測とその応用 大谷圭一

日本の 1年

13) 1994年1 月17日のカリ フォルニア州， ノース
リ ッジ地震に対する地震工学効果

Gregory L. Fenves (U. S. A) 
14) 地裳応答制御システムの現状 北川良和
15) 東京圏周辺の地震活動 岡田義光
16) ニュー ジー ラ ン ドにおける地震予知と災害軽
減の技術ー最近の研究発展と情報の移転ー

Euan G. C. Smith（ニュー ジー ラ ン ド）
これら発表内容とそれを踏まえた討論内容も含

めて，報告書として取りま とめ発行の予定です。
なお，この会議の最後では，下総 (3,000m級）

深層観測施設の見学及び当研究所の地震予知研究
の現況等の見学も行い，当該会議を終了しました。

S.  K. ジェイ ン（気圏水圏地球科学技術研究部水循環研究室）

わたく しは，科学技術庁のポスト ドク トラルフ
ェ ロ ウ シ ッ プ(STAフェロー） として，本研究所
に， 1993年 4 月3 日から1994年 4月 2 日まで滞在
しています。今回の来日は，初めてで， これまで
日本についてほとんど知りませんでした。

日本に来た人は， 当初は， こ とばが良く 分から
ないことから，少しばかり手助けが足 り ないと思
う ことがあるかもしれません。しかしながら，受
け入れ研究者である当研究所の岸井室長は， いつ
も親切にしてくれます。さ らに地表面乱流実験棟
の人 や々その他の研究者は， いつも親切で，種々
の問題に速やかに対処して くれます。科学技術庁
も，大変立派な宿舎を用意していただき，特に短
期滞在者にとっては非常に便利です。

私は， イ ン ドのデリーの北約160kmにある］レーキ
の国立水文学研究所から来ました。当研究所は，
水資源の管理およ び開発に関する研究を行ってい
る有名な研究所です。私は，大学で土木工学を学
んだ後，修士課程を終了して，その後水資源開発
で学位を取り ました。私の興味は，表流水水文学

当研究所の浦白川流出試験地を始め，多 くの流域
に適用しました。この結果は，当研究所の研究報
告の2論文，すなわち，概念モデルを利用した浦
白川の降雨一流出のモデ
ル化及び概念モデルの同
定ーパラメー タの時間間
隔の影響と題して発表し
ま した。前者の論文では，
浦白川流出試験地への概
念モデルの適用で，柿の
木台 (0.15kmり及び月崎
(9.04kmりのスケー ルの
流域を対象としました。

一方，概念モデルの適用に際しては，入力とな
る降水量デー タ は， 1 時間から1 日と様 で々す。
このことは，平均化作用により，流域の最適パラ
メー タ に影響を与えるわけで， このことが第2の
論文で研究されたものであります。数値計算の結
果最適パラメー タ は，入力降水量の時間間隔によ
り変動するこ とが，明らかと な り ました。

で， こ こでは，洪水予測について研究を進めてい 現在，上述の結果を利用して河川流量を予測す
ます。 るプロ グラムを開発中です。このモデルは，予測

値及びモデルの最新値を与えるカルマンフィ ルタ
洪水予測のための流出モデルと しては，概念数 ー を利用しています。統計的アプローチ，すなわ
理モデルが，広く使われています。このモデルを， ち， 自己相関移動平均モデル (ARIMA) モデルも
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